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研修名 対象者 期間 定員

①ひろしま活力農業
経営者育成研修

次の全てを満たす人　●1977年12月2日（原則）～
2003年4月1日生まれ、●就農（2022年12月1日予定）
までに就農地付近に居住（就農地が市内の場合は原
則就農地の属する小学校区内、安芸太田町の場合は
同町内）、●研修修了後、あっせんされた農地で就農

来年
４月から
約１年8
カ月間

【1年目】
平日8:30～17:15

４
【2年目】就農予定
地での経営実習

②スローライフで
夢づくり新規
就農者育成研修

市内か廿日市市、熊野町、安芸太田町、世羅町に居住
か居住見込みで、研修修了後、あっせんされた農地で
就農する人

来年
４月から
約１年間

月・水・金曜日
原則9:00～15:00

③ふるさと帰農者
支援研修 市内か竹原市、大竹市、廿日市市、安芸高田市、江田島

市、府中町、熊野町、坂町、安芸太田町、世羅町、山口県
和木町に居住か居住見込みで、研修修了後、自ら確保
している農地で就農する人。④は女性限定

月・水・金曜日の
いずれか2日
原則9:00～15:00

④チャレンジ女性
農業者育成研修

月・水・金曜日の
いずれか2日
9:00～12:00

⑤研修体験会 ①～④の研修参加を検討中で、事前に事業内容の確
認や研修を試してみたい人

９月16日㈬と10月16日㈮の
9:00～12:00

各
日
10

　農業経営者として独立したい就農希望者のほか、セカンド
ライフとして農業を始めたい人や、農地を持っているが農業
は初めてという人などが、知識や技術を習得できます。

■ 来年４月からの研修生を募集します 人

同じ目標に向かう４人の生き生きした笑顔が印象的。
吉
よしやま

山知
ち さ

佐さん（40・写真2）、南
みなみもと

本和
かずひで

秀さん（43・同3）、横
よこもと

本高
た か し

士
さん（46・同4）、坂

さかもと
本裕

ひ ろ し
氏さん（35・同5）

申右表①～④は所定の申込書を、11月20日㈮（消印有効）まで
に、⑤は往復はがきに、必要事項（６㌻左参照）と①～④の希
望する研修名、参加希望日を記入し、8月31日㈪（消印有効）
までに、農林水産振興センター（〒739-1751 安佐北区深川八
丁目30-12）へ。申込書は同センター、市役所市民ロビー、同セ
ンターホームページなどで。いずれも選考。詳しくは上記同
センターへ

　２年間の研修後、農業経営者として独立する人材を
育てる。それが市の「“ひろしま活力農業”経営者育成
研修」です。農業を仕事にしたい人を手厚く支援して
います。
問農政課（T504-2247、F504-2259）、農林水産振興セン
ター（☎842‐4421、F845‐4350）

　今年から研修を開始した23期生の４人は、現在１年間の基
礎研修中。こまつなやほうれんそうなどの葉物野菜を中心に
栽培技術などを学んでいます。
　経歴や受講動機もさまざまで、「事前に現地見学や就農体験
ができたので将来像が描けた」「前職で培ったITの知識を農業
と融合させて新しい農業を手掛けたい」「年齢制限ギリギリで
チャレンジした。少しでも気になったら、挑戦したらいいと思
う」「２年後には独立している、そのスピード感がこの研修の
魅力」と口々に思いを話してくれました。
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L
ラ イ フ

ife始めました

令和2（2020）年

15
通巻1697号
広報紙は1日と15日に発行します

8
市役所あれこれ便利電話
おしえてコールひろしま
年中無休8～21時
☎082-504-0822
F082-504-2121

●担当課へは各課直通番号で
 ●市外局番の記載のない電話番号
はすべて市外局番(082)です

広島市総合計画の策定特集

若い人材を育み、実らせる

安佐北区で野菜を栽培している宇
う ね

根
大
た い き

貴さん（30・写真1）は、現在、就農４
年目。“ひろしま活力農業”経営者育

成研修の19期生です。「11棟のビニールハウ
スで主にこまつなを栽培しています。この研
修のおかげで農家出身ではない自分が新たに
農業を始めることができました」と話します。 
　同研修が始まって23年、これまでに43人が
就農し、それぞれが規模拡大や経営改善に取
り組みながら、新鮮で安全・安心な野菜を生産
しています。

未経験でも農業経営者になれる
　この研修の特徴は就農までの支援が充
実していること。栽培や経営管理の技術習
得はもちろん、農地のあっせんやビニール
ハウスの整備などの支援が一体的に受け
られるので、農地や栽培技術を持っていな
い人でも大丈夫です。指導員をはじめ先
輩就農者らが力強く後押ししてくれます。 
　住居の紹介もあり、研修修了生が就農地域
へ居住することも特徴の一つで、やる気にあ
ふれた若い農業経営者の定住が地域の活性
化につながっています。
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